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国土交通省 中部地方整備局 道路部 道路計画課 長谷川裕修 

第13回 日本モビリティ・マネジメント会議 2017年7月28日 
鈴鹿Ｆ１日本グランプリ開催時におけるＴＤＭ 

 ～地域と来訪者とともに交通円滑化を目指して10年～ 

◇鈴鹿サーキットでＦ１日本グランプリが開催される際の様々な交通課題の解消に向けて「鈴鹿Ｆ１日本グランプリ地域活性化協議会」が2008年に設立 

1.はじめに 

【開催時の主な交通課題】 

 ① 交通渋滞 （特定経路への交通集中） 

 ② 鈴鹿ＩＣへの交通集中 

 ③ F1来訪交通と地域交通の混在 

 ④ 駐車場不足、迷走車両の発生 

 ⑤ 鈴鹿サーキット付近の歩行者と車の交差 

 ⑥ 鉄道駅の混雑 

 ⑦ バス等公共交通の利便性低下 

 ⑧ レース終了後の帰宅交通の集中 

◇2009年から公共交通・自動車交通向けの様々な交通円滑化施策を実施 
◇効果や実施状況をもとに改良・新規施策の立ち上げを行い、Ｆ１開催時の交通円滑化を継続して実施 

帰宅者の集中により交通が麻痺 

2008年協議会設立 ⇒ 対策を検討・実施 2006年Ｆ1開催時 

2.対策実施と効果 

施 策 実施主体 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 
（予定） 

公
共
交
通
機
関 

① 公共交通の定時運行、臨時便等増便（鉄道、バス） 近鉄、JR、伊勢鉄 ○ ○ 
増便 

○ 
増便 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

② 白子駅シャトルバスルート（専用ルート区間）の設定 国土交通省、鈴鹿警察署、 
三重交通、鈴鹿サーキット、鈴鹿市 

○ 
２日間 

○ 
２日間 

○ 
３日間 

○ ○ ○ 
規制実施 

○ ○ ○ ○ 

③ 名古屋行き高速バスの運行 三重交通 ○ ○ 
大阪も 

○ 
大阪も 

○ 
名古屋のみ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

④ 近郊都市駅前パーク＆バスライドの実施 鈴鹿市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

自
動
車
交
通 

⑤ 駐車場事前予約の実施   鈴鹿サーキット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑥ 情報板・路側ラジオ 国土交通省,NEXCO中日本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑦ コンビニ等での推奨ルートチラシ配布 鈴鹿サーキット、鈴鹿市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑧ FMラジオによる駐車場案内・渋滞情報提供 FM鈴鹿、FM三重 ○ ○ 
時間拡大 

○ 
時間拡大 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

⑨ 道路交通規制・ 誘導員による案内 
鈴鹿警察署、鈴鹿サーキット、 
三重交通、伊勢鉄道、鈴鹿市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

共 
 
通 

⑩ 協議会ＨＰでの情報提供 国土交通省、鈴鹿市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑪ 会場内ブースでの帰宅時の交通情報・渋滞情報の提供 国土交通省 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー 
⑫ ツイッターによる周辺情報の提供 国土交通省、鈴鹿市 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑬ ホンダインターナビ交通情報の提供 鈴鹿市・本田技研工業 ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑭ ＡｃＰｒｏ（アクプロ）スマートフォンを活用した情報提供 国土交通省、鈴鹿市 ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

そ
の
他 

⑮ 観戦席完全予約制〈来場に対する時間的余裕〉  鈴鹿サーキット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑯ レース事後イベント実施〈帰宅時間の集中抑制〉 ※おもてなし部会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
⑰ 地域活性化協議会実施施策のPRチラシ配布 鈴鹿市 － － － － － － － ○ ○ ○ 

2006 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

来
場
者 

（万
人
） 

３日間 36.1 21.0 19.0 19.9 20.8 17.1 15.0 16.5 14.5 13.7 
ﾌﾘｰ 
走行日 5.7 3.1 3.3 3.4 4.1 3.3 3.0 3.0 2.7 2.6 

予選日 14.3 7.8 6.1 6.3 6.4 5.2 4.8 5.4 4.6 4.3 

決勝日 16.1 10.1 9.6 10.2 10.3 8.6 7.2 8.1 7.2 6.8 
機関分担  
【３日間】 
 
 
 
 

【来場者数および期間分担の推移】 

公共交通の利便性向上やリアルタイムな情報提供を実施 

2009年から改良・追加を行い継続して実施、今年で10年目 

市内の交通状況が改善 公共交通もスムーズに運行 3日間で10万人以上が来場 

②白子駅シャトルバスルートの設定 ⑭ＡｃＰｒｏ（アクプロ） 
 スマートフォンを活用した情報提供 

⑦コンビニ等での推奨ルートチラシ配布 

⑫ツイッターによる周辺情報の提供 

【規制実施区間】 

 中勢バイパス 野町西交差点～徳田町北交差点 

【規制実施日時】 

 予選（土曜日） 

  6：00～20：00 （バス最終便が通過するまで）  

 決勝（日曜日） 

   6：00～21：00 （バス最終便が通過するまで） 

            ※フリー走行（金曜）は通行規制なし 

鈴鹿サーキット公式 

アカウント「@s_trf」 

参加型施策も実施 

事前登録者がスマホから 
位置情報を提供し、 
サーキット周辺の 

交通状況をWEBで発信 

【これまでに実施した主な施策と２０１８年の実施予定】 

三重県 
鈴鹿市 

国 
NEXCO 

鉄道・ 
バス会社 

モビリティ 
ランド 

県警 

地元 
機関 

周辺 
市町 

おもてなし部会 
■開催機運の盛り上げ 

■歓迎ムードの演出 等 

環境整備部会 
■交通渋滞対策 

■公共交通手段の確保 

■情報提供・ＰＲ  等 
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稲生高校北 
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サーキット前 

2016年Ｆ1開催時 2017年Ｆ1開催時 

【交通円滑化の目標および達成状況】 

項 目 目標 2006 
（参考） 

達成状況 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

鈴鹿周辺の 
渋滞解消時間 
（決勝日） 

市内主要路線 
4時間※1 － 7時間※1 

 

4時間
15分 
※1 

 

4時間
15分 
※1 

 

4時間
30分※1 

 

4時間
30分※1 

 

4時間
45分※1 

 

3時間
45分 
※1 

 

4時間 
3時間
30分 

公共交通 
機関分担 ３１％以上※2 ２５％ 29％ ３１％ ２９％ ２８％ ３４％ ３５％ ３０% ３３% ３４% 

鈴鹿IC 
利用割合              
（決勝日） 

２０％以下※3 － 24％ ２５％ ２７％ ２７％ ２９％ ３３％ ２７% ２７% ３１% 

達成 

※1：2015年までの目標値は「5時間」 ※2：3日間（金曜～日曜） ※3：レース終了後8時間 

全体目標「鈴鹿周辺の渋滞仮称時間の低減」は概ね達成 

◇協議会で掲げた全体目標「鈴鹿周辺の渋滞解消時間の低減」は概ね達成 
◇観戦者向けの各種情報提供により、最も渋滞が激しい決勝レース帰宅時におけるルート分散・時間分散の効果が発現 

出典：シャトルバス利用者アンケート結果（2017） 

白子駅行きシャトルバス 
車内の様子（2017年） 

出典：シャトルバス旅行速度調査結果（2017） 
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専用レーンで渋滞を回避することで、 
平均14分で運行し、概ね定時運行を実現 

リアルタイムな情報提供によりルート分散・時間分散 シャトルバスの所要時間が短縮、定時運行が実現 

   

駐車場 みえ川越ＩＣ 

駐車場 鈴鹿ＩＣ みえ川越ＩＣ 

約64分 

約42分 

P

みえ川越ＩＣ 駐車場 鈴鹿ＩＣ 東名阪自動車道 

約 ９３分 

すぐ出発 
しよう。 

近くにある鈴鹿
ICを利用しよう。 

渋滞していない鈴鹿IC 
以外を利用しよう！ 

出典：AcPro利用者アンケート調査結果 

国道23号がスムーズであることが
AcProでわかり、実際渋滞なしに 
帰れました。 

どのルートが最も早いか分かり、 
「鈴鹿IC」か「みえ川越IC」か、 
ルート選択する際の参考となった。 

【AcPro利用者のコメント】 

鈴鹿ICは渋滞してるので 
出発時間を遅らせよう! 

レース終了直後の出発に比べ 

約５１分早く移動 

【21時頃のAcPro画面】 

食事や駐車場内で休憩 

【１８：００出発 鈴鹿ＩＣ利用】 

※自家用車利用：平成26年10月5日（日）走行調査結果 

出発時間・利用ＩＣを変更しない場合 

出発時間・利用ICを変更（ＡｃＰｒｏを有効活用）した場合 

① 【出発時間を変更（２１:００出発 鈴鹿ＩＣ利用）】 

② 【利用ＩＣを変更（１８：００出発 みえ川越ＩＣ利用）】 

P

東名阪自動車道 

レース終了後 
３時間後に出発 

 23 

P

鈴鹿IC経由に比べ 

約２９分早く移動 

【17時頃のAcPro画面】 

18時台のAcPro表示 
内容の概要    
 ○みえ川越ICルート 
  はスムーズ 

21時台のAcPro表示 
内容の概要    
 ○各ICへのルートは 
   スムーズ 

18時台のAcPro表示 
内容の概要    
 ○鈴鹿ICルートが渋滞 

【名古屋方面】 鈴鹿サーキット → 伊勢湾岸道みえ川越ＩＣの場合 
 

0 10 20 30 40 50 60 
 （分） 

約50分 

平均 
14分 

施策実施前 
（2006年） 

施策実施後 
（2017年） 

出典：施策実施前：運行事業者ヒアリング調査結果 施策実施後：シャトルバス旅行速度調査結果（2017） 
シャトルバス所要時間 

約35分短縮 
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（3.0） 
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（6.2） 

24％ 
（3.5） 

34％ 
（4.7） 
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（5.8） 

23％ 
（3.2） 

近鉄白子駅⇔鈴鹿サーキット間 臨時シャトルバス サーキット前交差点（鈴鹿ＩＣ方面を臨む） 

上段：分担率 
下段：来場者（万人） 

達成 達成 達成 達成 

達成 達成 達成 達成 達成 達成 達成 達成 

専用道路になっているので、渋滞がなく、
到着時刻の目処がたちました。 

〈トピックス〉 ラグビーワールドカップ２０１９の開催に向けた豊田スタジアムにおけるＴＤＭ施策について  

■関連イベントを含めた会場周辺図 
○事前情報・予測情報・リアルタイ
ム情報などによる交通手段変更 

出展：ラグビーワールドカップチケットポスター 

ラグビーW杯2019の内４試合を豊田スタジアムで実施 ビックデータを活用した調査分析に基づく時間分散・交通手段変更を主眼においたTDM施策を展開予定 

○まちなか滞留などによる時間分散 

スカイホール豊田 

豊田スタジアム 

パーク＆バスライド実施イメージ まちなか滞留イメージ 
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